※1　雍也06-12 

冉求曰、非不説子之道、力不足也、子曰、力不足者、中道而癈、今女畫、 

冉求が曰わく、子の道を説（よろこ）ばざるに非ず。力足らざればなり。子の曰わく、力足らざる者は中道にして癈す。今女（なんじ）は画（かぎ）れり。
※2　公冶長05-13 

子貢曰、夫子之文章、可得而聞也、夫子之言性與天道、不可得而聞也已矣、 

子貢が曰わく、夫子の文章は、得て聞くべきなり。夫子の性と天道とを言うは、得て聞くべからざるなり。

※3　先進11-12 

季路問事鬼神、子曰、未能事人、焉能事鬼、曰敢問死、曰未知生、焉知死、 

季路、鬼神に事（つか）えん事を問う。子の曰わく、未だ人に事うること能わず、焉（いずく）んぞ能く鬼（き）に事えん。曰わく、敢（あ）えて死を問う。曰わく、未だ生を知らず、焉んぞ死を知らん。

※4　爲政02-03 

子曰、道之以政、齊之以刑、民免而無恥、道之以徳、齊之以禮、有恥且格、 

子の曰わく、これを道びくに政を以てし、これを斉（ととの）うるに刑を以てすれば、民免（まぬが）れて恥ずることなし。これを道びくに徳を以てし、こてを斉うるに礼を以てすれば、恥ありて且（か）つ格（ただ）し。

※5　八佾03-17 

子貢欲去告朔之餽*羊、子曰、賜也、女愛其羊、我愛其禮、 

子貢、告朔（こくさく）の餽*羊（きよう）を去らんと欲す。子の曰わく、賜（し）や、女（なんじ）は其の羊を愛（おし）む、我れは其の礼を愛む。 
※6　先進11-10 

顔淵死、子哭之慟、從者曰、子慟矣、子曰有慟乎、非夫人之爲慟、而誰爲慟、 

顔淵死す。子これを哭して慟（どう）す。従者の曰わく、子慟せり。曰わく、慟すること有るか。夫（か）の人の為めに慟するに非らずして、誰が為にかせん。

※7　述而07-29 

子曰、仁遠乎哉、我欲仁、斯仁至矣、 

子の曰わく、仁遠からんや。我れ仁を欲すれば、斯（ここ）に仁至る。

※8　公冶長05-26 

顔淵季路侍、子曰、盍各言爾志。子路曰、願車馬衣輕裘、與朋友共、敝之而無憾、顔淵曰、願無伐善、無施勞、子路曰、願聞子之志、子曰、老者安之、朋友信之、少者懐之、 

顔淵・季路侍（じ）す。子の曰わく、盍（なん）ぞ各々爾（なんじ）の志しを言わざる。子路が曰わく、願わくは車馬衣裘（いきゅう）、朋友と共にし、これを敝（やぶ）るとも憾（うら）み無けん。顔淵の曰わく、願わくは善に伐（ほこ）ること無く、労を施すこと無けん。子路が曰わく、願わくは子の志しを聞かん。子の曰わく、老者はこれを安んじ、朋友はこれを信じ、少者はこれを懐（なつ）けん。

※9　子罕09-05 

子畏於匡、曰、文王既沒、文不在茲*乎、天之將喪斯文也、後死者不得與於斯文也、天之未喪斯文也、匡人其如予何、 

子、匡（きょう）に畏（おそ）る。曰わく、文王既に没したれども、文茲*（ここ）に在らずや。天の将に斯の文を喪（ほろ）ぼさんとするや、後死（こうし）の者、斯の文に与（あず）かることを得ざるなり。天の未（いま）だ斯の文を喪ぼさざるや、匡人（きょうひと）其れ予（わ）れを如何（いかん）。

※10　先進11-09 

顔淵死、子曰、噫天喪予、天喪予、 

顔淵死す。子の曰わく、噫（ああ）、天予（われ）を喪（ほろ）ぼせり、天予を喪ぼせり。
※11　爲政02-04 

子曰、吾十有五而志乎學、三十而立、四十而不惑、五十而知天命、六十而耳順、七十而從心所欲、不踰矩、 

子の曰わく、吾れ十有五にして学に志す。三十にして立つ。四十にして惑わず。五十にして天命を知る。六十にして耳順（した）がう。七十にして心の欲する所に従って矩（のり）を踰（こ）えず。

※12　先進11-22 

子路問、聞斯行諸、子曰、有父兄在、如之何其聞斯行之也、冉有問、聞斯行諸、子曰、聞斯行之、公西華曰、由也問、聞斯行諸、子曰、有父兄在、求也問、聞斯行諸、子曰、聞斯行之、赤也惑、敢問、子曰、求也退、故進之、由也兼人、故退之、 

子路問う、聞くままに斯れ行わんや。子の曰わく、父兄の在（いま）すこと有り、これを如何ぞ、其れ聞くままに斯れ行わんや。冉有（ぜんゆう）問う、聞くままに斯れ行わんや。子の曰わく、聞くままに斯れこれを行え。公西華（こうさいか）が曰わく、由や問う、聞くままに斯れ行わんやと。子の曰わく、父兄の在すこと有りと。求や問う、聞くままに斯れ行わんやと。子の曰わく、聞くままに斯れ行なえと。赤（せき）や惑う。敢えて問う。子の曰わく、求や退く、故にこれを進む。由や人を兼ぬ、故にこれを退く。

※13　学而01-01 

子曰、學而時習之、不亦説乎、有朋自遠方来、不亦楽乎、人不知而不慍、不亦君子乎 

子の曰わく、学びて時にこれを習う、亦た説（よろこ）ばしからずや。朋あり、遠方より来たる、亦楽しからずや。人知らずして慍（うら）みず、亦君子ならずや。

※14　陽貨17-05 

公山不擾以費畔、召、子欲往、子路不説曰末之也已、何必公山氏之之也、子曰、夫召我者、而豈徒哉、如有用我者、吾其爲東周乎、 

公山不擾（こうざんふじょう）、費を以て畔（そむ）く。招く。子徃かんと欲す。子路説（よろ）こばずして曰わく、之（ゆ）くこと末（な）きのみ。何ぞ必ずしも公山氏にこれ之かん。子の曰わく、夫れ我れを招く者にして、豈に徒（ただ）ならんや。如（も）し我を用うる者あらば、吾れは其れ東周を為さんか。

※15　※8に同じ

※16　子張19-20 

子貢曰、紂之不善也、不如是之甚也、是以君子惡居下流、天下之惡皆歸焉、 

子貢が曰わく、紂（ちゅう）の不善や、是（か）くの如くこれ甚だしからざるなり。是（ここ）を以て君子は下流に居ることを悪（にく）む。天下の悪皆な焉（こ）れに帰す。

※17　雍也06-11 

子曰、賢哉囘也、一箪食、一瓢飮、在陋巷、人不堪其憂、囘也不改其樂、賢哉囘也、 

子の曰わく、賢なるかな回や。一箪の食（し）、一瓢（びょう）の飲、陋巷（ろうこう）に在り。人は其の憂いに堪えず、回や其の楽しみを改めず。賢なるかな回や。

※18　子罕09-17 

子在川上曰、逝者如斯夫、不舎晝夜、 

子、川の上（ほとり）に在りて曰わく、逝く者は斯（か）くの如きか。昼夜を舎（や）めず。

※19　先進11-26 

子路曾皙冉有公西華、侍坐、子曰、以吾一日長乎爾、無吾以也、居則曰、不吾知也、如或知爾則何以哉、子路率爾對曰、千乘之國、攝乎大國之間、加之以師旅、因之以飢饉、由也爲之、比及三年、可使有勇且知方也、夫子哂之、求爾何如、對曰、方六七十、如五六十、求也爲之、比及三年、可使足民也、如其禮樂、以俟君子、赤爾何如、對曰、非曰能之也、願學焉、宗廟之事、如會同、端章甫、願爲小相焉、點爾何如、鼓瑟希、鏗爾舎瑟而作、對曰、異乎三子者之撰、子曰、何傷乎、亦各言其志也、曰、莫春者春服既成、得冠者五六人童子六七人、浴乎沂、風乎舞ウ*、詠而歸、夫子喟然歎曰、吾與點也、三子者出、曾皙後、夫三子者之言何如、子曰、亦各言其志也已矣、曰、夫子何哂由也、子曰、爲國以禮、其言不譲、是故哂之、唯求則非邦也與、安見方六七十如五六十而非邦也者、唯赤則非邦也與、宗廟之事如會同非諸侯如之何、赤也爲之小相、孰能爲之大相、 

子路、曾皙、冉有、公西華、侍坐す。子の曰わく、吾が一日も爾（なんじ）より長じたるを以て、吾れを以てすること無かれ。居れば則ち曰わく、吾れを知らずと。如（も）し爾を知るもの或（あ）らば、則ち何を以てせんや。子路卒爾（そつじ）として対（こた）えて曰わく、千乗の国、大国の間に摂して、これに加うるに、師旅（しりょ）を以てし、これに因るに飢饉を以てせんに、由やこれを為（おさ）め、三年に及ぶ比（ころ）に、勇ありて且つ方を知らしむべきなり。夫子（ふうし）これを哂（わら）う。求よ爾は何如。対えて曰わく、方の六七十、如（も）しくは五六十、求やこれを為め、三年に及ぶ比ろに、民を足らしむべきなり。其の礼楽の如きは、以て君子に俟（ま）たん。赤（せき）よ爾は何如。対えて曰わく、これを能くすと曰（い）うには非らず。願わくば学ばん。宗廟の事、如しくは会同に、端章甫（たんしょうほ）して願わくは小相（しょうそう）たらん。点よ爾は何如。瑟（しつ）を鼓（ひ）くことを希（や）み、鏗爾（こうじ）として瑟を舎（お）きて作（た）ち、対えて曰わく、三子者（さんししゃ）の撰（せん）に異なり。子の曰わく、何ぞ傷（いた）まんや、亦た各々其の志しを言うなり。曰わく、莫春（ぼしゅん）には春服既に成り、冠者五六人、童子六七人を得て、沂（き）に浴し、舞ウ*に風（ふう）して、詠じて帰えらん。夫子喟然（きぜん）として歎じて曰わく、吾れは点に与（くみ）せん。三子出（い）ず。曾皙後れたり。曾皙が曰わく、夫（か）の三子者の言は何如。子曰わく、亦た各々其の志を言うのみ。曰わく、夫子、何ぞ由を哂うや。曰わく、国を為（おさ）むるには礼を以てす。其の言譲らず。是の故にこれを哂う。求と唯（いえ）ども則ち邦に非ずや、安（いずく）んぞ方六七十如（も）しくは五六十にして邦に非らざる者を見ん。赤（せき）と唯（いえど）も則ち邦に非らずや、宗廟、会同は諸侯に非らずしてこれを如何。赤やこれが小相たらば、孰（たれ）か能くこれが大相たらん。

※顔淵12-08 

棘子成曰、君子質而已矣、何以文爲矣、子貢曰、惜乎夫子之説君子也、駟不及舌、文猶質也、質猶文也、虎豹之カク*、猶犬羊之カク*也、 

棘子成が曰わく、君子は質のみ。何ぞ文を以て為さん。子貢が曰わく、惜しいかな、夫（か）の子の君子を説くや。駟も舌に及ばず。文は猶お質のごときなり、質は猶お文のごときなり。虎豹のカクは猶お犬羊のカクのごときなり。 

棘子成が「君子は質朴だけ［が大切］だね。装飾など、どうしているものか。」と言ったので、子貢は言った、「惜しいねえ、この方の君子についてのお説は。四頭だての速馬でさえ舌には追付けない。［失言は取返しがつかないものだ。］装飾も質朴のようなものだし、質朴も装飾のようなもの［で、どちらも必要］だ。虎や豹の毛を抜いたなめし皮は犬や羊のなめし皮と同じようなもの［で、質だけにしたのでは君子の真価は表れないもの］だ。」
※公冶長05-22 

子在陳曰、歸與歸與、吾黨之小子狂簡、斐然成章、不知所以裁之也、 

子、陳に在りて曰わく、帰らんか、帰らんか。吾が党の小子、狂簡、斐然として章を成す。これを裁する所以（ゆえん）を知らざるなり。 

先生は陳の国でいわれた、「帰ろうよ、帰ろうよ。うちの村の若者たちは志が大きく、美しい模様を織りなしてはいるが、どのように裁断したらよいか分からないでいる。［帰って私が指導しよう。］」
